
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 ２ １  号 
令和４年１月１１日（火） 

発行者：校長 大田佳世子 

けん￥ 

１月５日、たくさんの城岳っ子が登校して、笑顔でお正月や休みの様子を話 
して、楽しそうにお勉強をしたり、遊んだりしていたのに、残念でなりません。

冬休み明け、１８００人近くのコロナ感染者に驚いています。 
そこで、みなさんを守るために、分散登校となりました。子どもたちにとって学

校は大事なところですが、命はもっと大事です。ですから、学級の人数を半分に減
らして密にならないようにします。 
学校がお休みの日は先生からもらったプリントやタブレットでの課題をやって

ください。お休みだから外に遊びに行くのではなく、お休みも学校のお勉強をおう
ちでやるということ。遊びに行く日ではないです。 
とにかく、１人１人が基本的な感染対策を行うことが大事です。気のゆるみが 

たくさんの人に悲しい思いをさせます。そして、かかってしまっお友だちが一番悲
しい思いをしています。「大丈夫？」「早くよくなって」「元気になって」という気
持ちをもちましょう。コロナは大変だけど、人はピンチの時こそ、強さをはっきし
ます。コロナに負けないためには、基本の感染対策を行い、いっぱい食べいっぱい  
 寝て、元気な体を作ることですよ。 

◎学校でおそうじをがんばります。お父さ
んお母さんのおてつだいをがんばりま
す。（２年 大見謝 あお） 

◎友だちが今どんなことを考えているかそ
うぞうして助けてあげる。 

（３年 内間 ゆうご） 
４年生。「沖縄リサイクル運動市民の会」の
出前講座でゴミ問題を考えました。買物ゲ
ームを行い、ゴミとして擦れられる容器や
や包装などから環境の影響についても考え
ました。「。２年ぶりのプールに子どもたち
も大喜び。心八先生が感染の対策をしっか
り行い、指導員の大城さんや砂川ミツ子さ
ん、保護者のボランティアの方々も協力も
あり感謝感謝ですす。 

１月５日、２学期後半にむけてのお話朝会を行いました。 
学年の先生方の願いや校長先生の思いを話し、コロナの感
染防止の基本的なことをおさらいしました。 
コロナがきびしい今だからこそ、まわりの人のことを大切
に思い、助け合ってほしいというお話をしました。 

学校に持ち込ませない 
①本人、ご家族に発熱、風邪症状があり、
解熱した場合はすぐ登校ではなく、１日は
様子をみてください。 
②朝の健康観察は必ず保護者が検温、記録
をしてください。子どもにさせない。 
③休日、放課後の過ごし方に注意をお願い
します。 
④一部の児童の朝の登校が早すぎます。開
錠時間に合わせての登校をお願いします。
分散登校時は７時５０分開錠です。 

登校に不安がある時は登校をひ
かえてもかまいせん。ご相談を！ 

 

 

 

今年の書初め会は密をさけるため、学
年でやりかたを工夫して行いました。
みんな静かに取り組んでいましたよ。 

人のことを
大切に思う

自分もみんなも
気持ちよく

みんなが安心して学校で
べんきょうしたりあそんだりするために

がまん

おもいやり

ともだちを
たいせつに

じぶんを
たいせつに

よくかんが
える

 

 

今年の一字 
「笑」笑うと他の人も
ハピネスになるか
ら。一人一人が笑っ
てコロナをのりこえ
たい（４年平良陽莉）
うじをがんばりま
す。お父さんお母さ
んのおてつだいをが
んばります。（２年 

５５ 

５年屋しず
くさんの言
葉に感動し
ました。すば
らしいです。 


